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10
月
12
日
㈯
に
東
日
本
へ
上
陸
し
た
台
風
19
号
は
、日
本
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、死
者
・
行
方
不
明
者
は

95
人
に
上
り
ま
し
た
。本
市
で
も
、12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
の
降
水
量
が
観
測
史
上
最
大
を
記
録（
小
塙
の
ア
メ
ダ
ス
記
録
）。

那
珂
川
や
荒
川
、江
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、床
上
・
床
下
浸
水
し
た
家
屋
が
２
５
４
棟
に
上
り
ま
し
た
。ま
た
、多
く
の
公

共
施
設
が
浸
水
し
、特
に
水
道
施
設
の
被
災
で
は
、烏
山
市
街
地
や
七
合
・
境
・
神
長
・
滝
・
野
上
・
森
田
な
ど
約
４
０
０
０

世
帯
が
断
水
す
る
な
ど
、市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、こ
れ
ら
の
被
害
発
生
の
経
過
と
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10
月
６
日
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
東
海
上
に

発
生
し
た
台
風
19
号
は
、発
生
か
ら
わ
ず
か

39
時
間
で
９
１
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
と
、猛

烈
な
勢
力
の
巨
大
台
風
に
発
達
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、勢
力
を
維
持
し
た
ま
ま
小
笠
原
諸

島
へ
接
近
し
、日
本
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
勢

力
は
弱
ま
っ
た
も
の
の
、12
日
の
19
時
前
に

９
５
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
の
強
い
勢
力
を
維

持
し
た
ま
ま
静
岡
県
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
ま

し
た
。
本
市
で
も
、12
日
の
13
時
に
は
那
須

烏
山
市
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
、市
内
４

【
救
助
状
況
】ボ
ー
ト
救
出
：
16
人（
城
東
、向
田
、下
境
）、

介
添
え
救
出
：
９
人（
城
東
、向
田
、宮
原
）

【
避
難
状
況
】13
日
０
時
現
在
、15
か
所（
烏
山
公
民
館
、日

野
町
自
治
会
館
、旧
向
田
小
学
校
、烏
山
南
公
民
館
、谷
浅
見
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、興
野
集
会
所
、宮
原
公
民
館
、旧
境
保
育

園
↓
境
公
民
館
、大
木
須
公
民
館
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、輪
之
内

公
民
館
、藤
田
公
民
館
、三
箇
公
民
館
、下
川
井
上
公
民
館
、上
川

井
公
民
館
）の
避
難
所
に
１
４
４
世
帯
３
４
８
人
が
避
難

【
浸
水
被
害
】▽
床
上
：
１
９
７
棟　

▽
床
下
：
57
棟　

計
２
５
４
棟（
滝
田
、興
野
、城
東
、宮
原
、大
沢
、初
音
、下
境
、

野
上
、向
田
、旭
２
丁
目
、下
川
井
、小
倉
、岩
子
、森
田
）　

▽

台
風
19
号
猛
威
振
る
う

１
９
７
棟
が
床
上
浸
水

　

４
千
世
帯
が
断
水
被
害

河
川
の
増
水
で
堤
防
が
決
壊

生
活
に
甚
大
な
被
害
与
え
る

被
害
の
状
況

①
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公
共
施
設
浸
水
：
水
道
庁
舎
、保
健
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
一
時
受
入
停
止
）、大
桶
運
動
公
園（
当
面
使
用
停
止
）、南

那
須
公
民
館
、烏
山
野
球
場（
当
面
使
用
停
止
）、レ
イ
ン

ボ
ー
ハ
ウ
ス

【
河
川
被
害
】那
珂
川
、荒
川
、江
川

【
市
道
被
害
】倒
木
31
か
所
、法
面
崩
壊
６
か
所
、路
面

洗
堀
７
か
所
、土
砂
流
入
24
か
所

【
上
下
水
道
施
設
浸
水
】城
東
浄
水
場
、森
田
浄
水
場
、

境
浄
水
場
、境
東
取
水
場

※
浸
水
に
よ
り
給
水
停
止（
21
日
に
全
面
復
旧
）

【
商
工
業
被
害
】50
件
被
害
額
９
億
６
千
万
円（
10
月
29

日
現
在
）

【
農
林
被
害
】▽
農
作
物
：
被
害
額
２
４
１
０
万
円　

▽
畜
産
：
被
害
額
40
万
円　

▽
農
漁
業
施
設
：
被
害
額

１
億
６
８
０
万
円

▽
農
地
：
那
珂
川
流
域
２
４
６
．
７
ha
、荒
川
流
域

１
４
９
ha
、江
川
流
域
68
．１
ha　

▽
農
道
・
林
道
な

ど
：
下
川
井
地
内
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
破
損（
10
月
23
日
現
在
）

【
災
害
廃
棄
物
受
入
】旧
境
小
学
校（
16
日
閉
鎖
）、南
那

須
運
動
場（
17
日
閉
鎖
）、緑
地
運
動
公
園（
25
日
閉
鎖
）、

大
桶
運
動
公
園

【
そ
の
他
】被
災
家
屋
の
消
毒

【
イ
ベ
ン
ト
】▽
中
止
：
健
康
福
祉
ま
つ
り
、ミ
ニ
図
書

館
ま
つ
り
、文
化
祭
、盆
栽
展
、Ｊ
Ａ
ま
つ
り
、消
防
団

内
点
検
・
通
常
点
検　

▽
延
期
：
花
火
大
会
、な
す
か

ら
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
、映
画「
二
宮
金
次

郎
」特
別
上
映
会
、烏
山
図
書
館
ま
つ
り
、ジ
オ
パ
ー

ク
講
演
会
、市
表
彰
式

※
延
期
に
つ
い
て
は
、後
日
、日
程
調
整

※
花
火
大
会
は
、11
月
16
日
㈯
に
、市
表
彰
式
は
、30

日
㈯
に
行
わ
れ
ま
す
。

か
所
に
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
、厳
重
な

警
戒
態
勢
が
敷
か
れ
ま
し
た
。

　

時
間
を
追
っ
て
振
り
返
る
と
13
時
44
分
に

大
雨
警
報（
浸
水
害
）、暴
風
警
報
が
出
さ
れ
る

と
同
時
に
雨
が
強
ま
り
、15
時
41
分
に
は
洪

水
警
報
が
発
令
。16
時
18
分
に
は
滝
・
向
田
・

野
上
・
森
田
地
区
で
停
電
と
な
り
、18
時
頃
か

ら
風
が
強
ま
り
ま
し
た
。
19
時
45
分
に
、土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
る
と
、ほ
ぼ

同
時
の
19
時
47
分
に
は
、荒
川
流
域（
三
箇
・
小

白
井
・
藤
田
・
小
倉
・
南
大
和
久
・
岩
子
・
高
瀬
・
小
河
原
・
森

田
・
小
塙
・
落
合
・
向
田
）に
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難

勧
告
が
発
令
さ
れ
、住
民
が
避
難
を
開
始
し

ま
し
た
。そ
の
後
、20
時
30
分
に
連
城
橋
水

位
観
測
局（
さ
く
ら
市
）で
氾
濫
危
険
水
位
を
超

過
し
、被
害
情
報
な
ど
が
殺
到
し
た
た
め
、20

時
43
分
、市
役
所
職
員
全
員
に
緊
急
参
集
が

指
令
さ
れ
、危
険
区
域
の
監
視
や
警
戒
、避
難

所
の
設
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
20
時
27
分
、那
珂
川
流
域（
谷
浅
見
・

興
野
・
滝
田
・
宮
原
・
城
東
・
表
・
野
上
・
下
境
・
小
原
沢
）に

警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
勧
告
が
発
令
。20
時

50
分
に
は
、小
口
水
位
観
測
局（
那
珂
川
町
）で

氾
濫
危
険
水
位
を
超
過
し
ま
し
た
。21
時
11

分
に
は
、荒
川
流
域（
三
箇
・
小
白
井
・
藤
田
・
小
倉
・
南

大
和
久
・
岩
子
・
高
瀬
・
小
河
原
・
森
田
・
小
塙
・
落
合
・
向
田
）

に
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示（
緊
急
）が
発

令
。
谷
浅
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、烏

山
南
公
民
館
、下
川
井
上
公
民
館
、大
木
須
集

会
所
、藤
田
公
民
館
、三
箇
公
民
館
に
避
難
所

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
東
地
区
で
は
、用
水
路
お
よ
び
那
珂
川

が
増
水
し
浸
水
。水
は
広
範
囲
に
広
が
り
、22

①大量の水が流れる江川（滝に①大量の水が流れる江川（滝に
て）、②山あげ会館の給水所にはて）、②山あげ会館の給水所には
水を求める多くの市民が、③烏山水を求める多くの市民が、③烏山
体育館では多くの避難者が不安な体育館では多くの避難者が不安な
一夜を過ごした一夜を過ごした

台風19号災害

②

③
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時
20
分
に
は
水
道
庁
舎
お
よ
び
城
東
浄
水
場

も
浸
水
し
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

22
時
23
分
に
那
珂
川
流
域（
大
桶
・
谷
浅
見
・
興

野
・
滝
田
・
宮
原
・
城
東
・
表
・
野
上
・
下
境
・
小
原
沢
）に
警

戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示（
緊
急
）が
発
令
さ

れ
、22
時
58
分
に
は
、上
川
井
地
区
の
国
道

２
９
３
号
付
近
の
江
川
堤
防
右
岸
が
決
壊
。

23
時
52
分
に
は
、藤
田
地
区
の
荒
川
堤
防
が

複
数
か
所
決
壊
し
、警
戒
レ
ベ
ル
５
、災
害
発

生
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
13
日
午
前
０
時
、市
内
15
か
所
の
避
難

所
の
避
難
者
は
、１
４
４
世
帯
３
４
８
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。向
田
地
区
と
境
地
区
で
は
、

浸
水
被
害
な
ど
に
よ
り
、25
日
現
在
も
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
住
民
が
お
り
、避

難
生
活
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

０
時
20
分
、荒
川
の
増
水
に
よ
り
向
田
の

荒
川
橋
付
近
堤
防
左
岸
が
越
流
し
、０
時
39

分
に
森
田
橋
下
流
堤
防
右
岸
が
越
流
。災
害

発
生
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
地
区
で
は
、避
難
所
と
な
っ
て
い
た
旧

境
保
育
園
前
の
道
路
が
冠
水
し
た
た
め
、１

時
45
分
に
避
難
所
を
閉
鎖
。上
境
地
内
の
境

公
民
館
に
避
難
所
を
移
設
し
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
、災
害
の
爪
痕
の
大
き
さ

が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。浸
水
被
害
は

床
上
浸
水
１
９
７
棟
、床
下
浸
水
57
棟
に
上

り
、水
道
庁
舎
や
保
健
衛
生
セ
ン
タ
ー
、大
桶

運
動
公
園
な
ど
多
く
の
公
共
施
設
も
被
災
し

ま
し
た
。

　

水
道
施
設
の
被
災
に
よ
り
、烏
山
市
街
地

や
七
合
・
境
・
高
瀬
・
森
田
・
大
里
・
曲
田
・
小
塙

地
区
で
断
水
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
た

め
、山
あ
げ
会
館
で
給
水
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。そ
の
後
、栃
木
県
知
事
あ
て
、自
衛
隊

の
災
害
派
遣
を
要
請（
給
水
車
の
派
遣
）し
、自
衛

隊
や
各
団
体
の
協
力
を
受
け
、境
公
民
館
、輪

之
内
公
民
館
、烏
山
中
央
公
園
、広
域
行
政
セ

ン
タ
ー
、那
須
南
病
院
な
ど
で
順
次
給
水
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

14
時
か
ら
は
、旧
境
小
学
校
で
災
害
廃
棄

物（
畳
）の
受
け
入
れ
を
開
始
。浸
水
し
た
畳

が
続
々
と
運
び
込
ま
れ
、初
日
の
枚
数
は
約

９
５
０
枚
に
上
り
ま
し
た
。
以
降
、南
那
須

運
動
場
、緑
地
運
動
公
園
、大
桶
運
動
公
園
で

家
電
４
品
目
、布
団
、衣
類
、粗
大
ご
み
、不
燃

ご
み
、畳
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

17
時
頃
、烏
山
市
街
地
、七
合
・
境
・
神
長
・

滝
・
野
上
・
高
瀬
・
森
田
・
大
里
・
曲
田
・
小
塙
地

区
で
断
水
と
な
り
、約
４
０
０
０
世
帯
１
万

２
０
０
０
人
あ
ま
り
に
影
響
が
及
び
、14
日

の
朝
か
ら
は
、各
給
水
所
に
長
蛇
の
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

14
日
に
は
、社
会
福
祉
協
議
会
で
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、24
日

ま
で
に
延
べ
２
５
３
人
が
、自
力
復
旧
や
復

興
活
動
が
困
難
な
人
を
対
象
に
家
屋
内
外
の

片
付
け
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

15
日
に
は
、自
衛
隊
に
よ
り
烏
山
中
央
公

園
に
野
外
風
呂
が
設
営
さ
れ
、災
害
で
疲
弊

し
た
住
民
の
心
と
体
を
癒
し
ま
し
た
。

16
日
に
な
る
と
烏
山
市
街
地
、七
合
・
神

長
・
滝
・
野
上
・
高
瀬
・
森
田
・
大
里
・
曲
田
・
小

塙
地
区
の
一
部
と
境
地
区
を
残
し
て
断
水
は

解
消
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、境
浄
水
場
の

復
旧
も
あ
り
、長
か
っ
た
断
水
は
、21
日
に

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
社
協
）：
延
べ

２
５
３
人　

▽
陸
上
自
衛
隊
：
給
水
作
業
、入
浴

施
設
設
置
、浄
水
設
備
復
旧
、道
路
警
戒
、土
砂

排
除　

▽
日
本
水
道
協
会
栃
木
県
支
部
：
給
水

車
派
遣　

▽
北
関
東
綜
合
警
備
保
障
：
給
水
車

派
遣　

▽
住
友
生
命
：
飲
料
水
提
供　

▽
鈴
木

楽
器
販
売
：
飲
料
水
提
供　

▽
市
貝
町
：
飲
料

水
提
供　

▽
那
珂
川
町
：
飲
料
水
・
作
業
用
水
・

給
水
車
提
供
。町
営
入
浴
施
設
・
南
平
台
温
泉
・

八
溝
温
泉
の
減
額　

▽
さ
く
ら
市
：
市
営
入
浴

施
設
・
道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
入
浴
施
設
の
減
額　

▽
日
赤
：
安
眠
セ
ッ
ト
提
供　

▽
栃
木
銀
行
：
タ

オ
ル
セ
ッ
ト
提
供　

▽
大
塚
製
薬
：
経
口
補
水

液
提
供　

▽
ぎ
ょ
う
せ
い
：
タ
オ
ル
提
供　

▽

栃
木
県
農
業
会
議
：
軍
手
・
タ
オ
ル
提
供　

▽
日

本
生
命
：
タ
オ
ル
提
供　

▽
明
和
会
：
入
浴
施
設

の
提
供　

▽
凮
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
：
入
浴

施
設
の
提
供

あ
た
た
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

②

①④

③⑤

⑥

広報なすからすやま  2019.11 4



な
っ
て
全
域
で
解
消
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
、那
須
烏
山
市
の
災
害
救
助
法

適
用
が
決
ま
り
、被
災
者
の
生
活
再
建
へ
の

支
援
が
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、18
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、り
災
証

明
書
の
集
中
発
行
を
市
役
所
烏
山
庁
舎
市
民

室
で
行
い
、３
日
間
で
１
２
５
人
に
発
行
し

ま
し
た
。ま
た
、同
時
に
被
災
証
明
書
の
発

行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。◇

　

過
去
最
大
級
と
も
い
わ
れ
た
今
回
の
台
風

19
号
の
関
東
縦
断
。
市
で
は
、消
防
団
な
ど

と
協
力
し
て
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
警
戒
に
あ
た
り
ま

し
た
。し
か
し
、河
川
の
増
水
に
よ
る
堤
防

の
決
壊
は
、住
民
生
活
や
農
業
な
ど
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
の
災
害
を
教
訓
に
、災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、非
常
の
際
に
正
確
な
情

報
を
い
ち
早
く
市
民
に
伝
え
る
た
め
、10
月

１
日
か
ら
新
た
な
防
災
・
行
政
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム「
防
災
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
（
イ
ン
フ
ォ
）な
す
か
ら

す
や
ま
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
の
台
風

が
、防
災
・
行
政
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
本
格

的
に
使
用
す
る
始
め
と
な
り
ま
し
た
が
、開

設
間
も
な
い
こ
と
か
ら
利
用
者
数
が
伸
び
て

お
ら
ず（
24
日
現
在
：
７
０
２
件
）、課
題
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、多
く
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
水

道
施
設
の
防
災
対
策
も
、今
後
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

台風19号災害

①浸水により剥がれたアスファルト（下境）、②自衛隊により中央①浸水により剥がれたアスファルト（下境）、②自衛隊により中央
公園に設置された野外風呂、③漂流物が絡まったブランコ（大桶運公園に設置された野外風呂、③漂流物が絡まったブランコ（大桶運
動公園）、④浸水により泥だらけになった南那須公民館事務室、⑤動公園）、④浸水により泥だらけになった南那須公民館事務室、⑤
旧境小に運び込まれた大量の畳、⑥増水した荒川（岩子）、⑦増水旧境小に運び込まれた大量の畳、⑥増水した荒川（岩子）、⑦増水
によりえぐられた堤防（岩子）、⑧各地で倒木が発生し道路が寸断によりえぐられた堤防（岩子）、⑧各地で倒木が発生し道路が寸断
された（下境）、⑨藤田地区の決壊した堤防された（下境）、⑨藤田地区の決壊した堤防

被 災 者 支 援
【住まいに関すること】
・応急仮設住宅（賃貸型）…市内のアパートに入居可。
※住宅応急修理併用不可。（県住宅課☎028-623-2488）
・住宅の応急修理…全壊、大規模半壊、半壊、準半壊した
住宅を被災者に代わり応急修理。（都市建設課☎88-7118）
・被災者生活再建支援…生活基盤に著しい被害を受けた
世帯に支援金支給。（総務課☎83-1117）
・災害見舞金…被災者生活再建支援金が支給されない世
帯に見舞金支給。（総務課☎83-1117）
・災害復旧等支援金…被災者生活再建支援金が支給され
ない世帯で、住宅・店舗・工場・倉庫・その他の建物に著し
い被害を受け、復旧工事を行った被災者に、支援金交付。

（総務課☎83-1117）
・日赤救援物資の配布…毛布・緊急セットを配布。（社会
福祉協議会☎88-7881）
【減免などに関すること】
・国民年金…大きな被害を受け、納付困難な場合、申請し
て承認されると保険料を全額免除。（市民課☎83-1116）
・国民健康保険税、後期高齢者医療保険、個人住民税、介
護保険料、固定資産税…被害の程度に応じ、減免する場合
あり。（税務課☎83-1114）
・障害福祉サービス、介護サービス、保育料、放課後児童
クラブ利用料…被害の程度に応じ減免。（健康福祉課☎88-
7115、こども課☎88-7116、こども館☎80-0281）
・水道料金…浸水した被災住居の洗浄用途として減免。

（上下水道課☎84-0411）
・下水道使用料…水道料金で減免した水量に対する下水
道使用料を減免。（上下水道課☎84-0411）
・ＮＨＫ放送受信料…床上浸水以上程度の被害を受けた
建物の受信料を10月から11月まで免除。（ＮＨＫ宇都宮放
送局☎028-634-0088）
【融資・貸付に関すること】
・災害援護資金の貸付…半壊以上の場合、被害状況と所
得状況に応じて貸付。（健康福祉課☎88-7115）
・生活福祉資金の貸付…低所得世帯が被災した場合、臨
時の必要経費を貸付。※市の災害援護資金を優先。（社会
福祉協議会☎88-7881）
・災害復旧貸付…被災した中小企業・小規模事業者に低
利な融資を実施。（日本政策金融公庫宇都宮支店中小企業事業
☎028-636-7171）
【証明に関すること】
・り災証明書の発行…損害のあった建物のり災証明書を
発行。（税務課☎83-1114）
・被災証明書の発行…り災証明書の対象とならない住家
以外の建物や家財、自動車など、被災した事実を証明する
証明書を発行。（総務課☎83-1117）
【農業に関すること】
・農地等の災害復旧事業…農地復旧、農業用施設（水路、農
道など）復旧に対し、国庫災害復旧事業を導入し支援。農
業経営再建のための各種支援を実施。（農政課☎88-7117）

※�市では、被災者支援のため、義援金を募集しています。詳細は、
会計課☎83-1119まで。

⑦

⑧⑨
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①②烏山保育園　③④マリア幼稚園　①②烏山保育園　③④マリア幼稚園　
⑤⑥つくし幼稚園　⑦⑧荒川小学校⑤⑥つくし幼稚園　⑦⑧荒川小学校

小学校・幼稚園・保育園で

運動会盛んに

③

⑤

⑥

④

⑦⑧
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　９月下旬から10月中旬にかけて、市内の小学校・幼稚園・保育
園で運動会が開かれました。保護者や地域住民が見守る中、子
どもたちは徒競走やダンスなどの練習の成果を発揮しました。
　その中からいくつかの運動会の様子を写真で紹介します。

①

②



　

秋
本
番
を
迎
え
た
10
月
。市
内
の
若
手
農
業
者
で
構
成
さ
れ
る
那
須
烏
山
市
青
少
年
ク
ラ
ブ

協
議
会（
山
口
喬
亮
会
長
）で
は
、15
日
㈫
に
つ
く
し
幼
稚
園
の
園
児
73
人
を
、21
日
㈪
に
に
こ
に
こ
保

育
園
の
園
児
54
人
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
９
組
を
森
田
の
畑
に
招
待
し
、サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
体
験
を
開
き
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
が
５
月
に
植
え
た
苗
は
大
き
く
成
長
し
、当
日
は
、大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
一
生
懸

命
に
掘
る
園
児
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

①～④にこにこ保育園①～④にこにこ保育園
⑥～⑦つくし幼稚園⑥～⑦つくし幼稚園

収
穫
の
秋
到
来
！

園
児
が
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

うんとこしょ
　どっこいしょ！

～
実
施
講
座
レ
ポ
ー
ト
⑥
～

　

今
回
は
、「
き
の
こ
鑑
定
教
室
」に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

講
座
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
？

　

き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
橘
一
十

三
さ
ん
が
、実
際
に
採
取
し
た「
き
の

こ
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

当
初
、２
回
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、７
月
は
天
候
不
順
の

影
響
で
き
の
こ
の
生
育
状
況
が
悪
く
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
㈮
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
き
の
こ
を
採
取
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
採
取
し
た
き
の
こ
を
講

師
が
選
別
す
る
と
、約
半
分
は
毒
き

の
こ
で
し
た
。残
り
の
食
用
き
の
こ

に
つ
い
て
は
、美
味
し
く
食
べ
る
方

法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

美
味
し
い
き
の
こ
を
楽
し
む
た
め
に

　

今
も
昔
も「
き
の
こ
狩
り
」は
根
強

い
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、き
の
こ
に

対
す
る
間
違
っ
た
知
識
に
よ
っ
て
、

毎
年
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
学
ん
だ
知
識
だ
け
で

は
、ま
だ
ま
だ
安
全
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
の
で
、絶
対
に
素
人
判
断
は

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
今
後
の
募
集
予
定
講
座
】

〇
し
も
つ
か
れ
教
室（
1
月
31
日
㈮
）

　

栃
木
県
の
郷
土
料
理
で
あ
る「
し

も
つ
か
れ
」に
つ
い
て
学
び
、食
べ
物

を
無
駄
に
し
な
い
文
化
を
引
き
継
い

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

烏
山
公
民
館

☎
０
２
８
７
︱
８
３
︱
１
４
１
２

採
取
し
た
き
の
こ
を
選
別
す
る
参
加
者

①

②

④

⑥

⑦

⑤

③
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マラソン競技の平山勝夫さん、フヂミさん夫妻

ゲートボールの那須烏山クラブのみなさん

本
市
か
ら
２
種
目
７
人
が

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
和
歌
山
へ

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
向
き
合
う

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
１

９
」で
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
２
選
手
、お
よ

び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
優
秀
な
成

績
を
収
め
、11
月
９
日
㈯
～
12
日
㈫
に
和

歌
山
県
で
開
か
れ
る「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
和
歌
山
」へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

■
マ
ラ
ソ
ン
競
技

　

県
予
選
で
は
、平
山
勝
夫
さ
ん（
野
上
）

が
男
子
60
歳
以
上
10
㎞
で
48
分
15
秒
、

妻
の
平
山
フ
ヂ
ミ
さ
ん
が
一
般
男
女
３

㎞
で
21
分
36
秒
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

４
回
目
の
出
場
と
な
る
勝
夫
さ
ん
は
、

「
県
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
の
で
上

位
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」と
、初
出
場

の
フ
ヂ
ミ
さ
ん
は
、「
代
表
と
し
て
走
れ

る
こ
と
に
感
謝
し
て
、楽
し
み
な
が
ら

完
走
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

県
予
選
で
ベ
ス
ト
４
入
賞
を
果
た
し

た
、那
須
烏
山
ク
ラ
ブ
が
２
度
目
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。出
場
メ
ン
バ
ー
は
、

上
條
良
資
さ
ん（
小
倉
）、上
條
栄
子
さ
ん

（
小
倉
）、髙
橋
佳
枝
さ
ん（
小
倉
）、雫
正
さ

ん（
南
大
和
久
）、板
橋
ト
ミ
子
さ
ん（
南
大

和
久
）で
す
。主
将
の
上
條
良
資
さ
ん
は
、

「
楽
し
み
な
が
ら
も
、力
を
合
わ
せ
て
い

い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、昨
年
好
評
だ
っ
た「
女
性

の
た
め
の
健
康
講
座
」を
今
年
度
は
５

回
へ
と
増
や
し
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、５
月
～
来
年
１
月
の
日
程
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、女
性
が
自
分
の
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
に
向
き
合
い
、健
康
や
頑

張
る
活
力
に
つ
な
げ
よ
う
と
、助
産
師

や
料
理
研
究
家
、エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
指

導
者
な
ど
多
彩
な
講
師
陣
で
開
い
て

い
る
も
の
。３
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

９
月
29
日
㈰
に
は
、ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ

イ
ズ「
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ（
ズ
ン
バ
）」イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
影
山
靖
代
先
生
を
講

師
に
、初
心
者
で
も
楽
し
め
る「
Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ
Ａ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
」が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、軽
快
な
音
楽
に
乗
っ
て
体

を
動
か
し
、汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
雫
智
恵
さ
ん（
小
倉
）
は
、

「
毎
回
楽
し
く
講
座
に
参
加
し
、学
ん

だ
こ
と
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
、覚
え
や
す
い
動
き
が

多
く
、笑
顔
で
楽
し
く
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、11
月
30
日
㈯
に「
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
」、来
年
１
月
18
日
㈯
に「
健
康

薬
膳
」の
講
座
を
開
催
予
定
で
す
。詳

し
く
は
、健
康
福
祉
課（
☎
０
２
８
７
︱
88

︱
７
１
１
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第102回

　「民家分量記」は５巻５冊からなる常
と き わ

盤（渡

邊）潭
たんぽく

北（延宝５年（１６７７）～延享元年（１７４４）、

下野国烏山出身の俳人）の主著であり、享保11年
（１７２６）江戸と京都の書

しょ

肆
し

（現在の出版社兼本屋）

から出版されました。本書の外題は「民家分
量記」ですが、内題は「百姓分量記」となってお
り、内題の方が同書の内容をはっきりと示し
ています。
　本書には家の和合や郷党の和順親睦といっ
た農民向けの教訓が記されており、修身教育・
家庭教育のあり方や、奢

しゃ

侈
し

（贅沢）への戒めなど、
実践的な道徳を説いたものとして当時高く評
価されました。

市指定有形文化財（書籍・典籍）

民家分量記（中央）

音楽に合わせＺＵＭＢＡをする参加者
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チケット（同法律では「特定興行入場券」と言います）の不正転売
などを禁止する法律です。不正転売とは、興行主に事前
の同意を得ずに反復継続の意思をもって行う有償譲渡で
あって、興行主などの販売価格を超える価格で特定興行
入場券を転売することを意味します。
禁止される行為
・特定興行入場券（チケット）を不正転売すること
・特定興行入場券（チケット）の不正転売を目的として特
定興行入場券を譲り受けること
チケットを買うときの注意点
・正規のルートで買うこと
・チケットの転売条件に関する情報を確認すること
みなさんルールを守ってチケットを購入しましょう！

シリーズ 在宅医療のあれこれ Ｐａｒｔ１9
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小規模多機能居宅介護とは
　今月号では「小規模多機能型居宅介護」について説明し
ます。
①「小規模」であること
　登録定員は29人以下と定められています。
②「多機能」であること
　 一つの事業所から「通いサービス（デイサービス）」　「訪問

サービス（訪問介護）」「宿泊サービス（ショートステイ）」とい
う３つの介護サービスが受けられます。また、ケアマネー
ジャーもその事業所内にいます。

③「居宅介護サービス」であること
　 「居宅介護サービス」は、自宅で生活しながら受けるサー

ビスです。
④「地域密着型サービス」であること
　 原則として那須烏山市にある事業所は那須烏山市民だ

けが利用できるサービスです。
⑤「柔軟なサービス」が受けられる
　 利用者や家族の状況に合わせ、急な「通い」や「宿泊」サー

ビスも利用することができます。
⑥「一ヶ月単位の定額制」であること
　要介護度に応じた、定額制（月額）です。

　人気のコンサートや舞台、スポーツイ
ベントなどのチケットを、業者や個人が
買い占め、オークションやチケット転売サイトなどで定
価を大幅に上回る価格で販売する「高額転売」。行きた
かったコンサートや舞台、スポーツイベントのチケット
が発売早々に売り切れてしまったので、そのチケットを
オークションやチケット転売サイトで探してみたら、定
価の何倍もの価格で出品されていた――。
　みなさんは、そんな経験はありませんか？
　このような不当な転売により、チケットを本当に求
めている人にとって入手しづらい状況が続いてきまし
た。そこで、チケットの高額転売等を禁止するため、
２０１９年６月14日からチケット不正転売禁止法がスター
トしました！チケット不正転売禁止法は、国内で行われ
る映画、音楽、舞踊などの芸術・芸能やスポーツイベン
トなどのチケットのうち、興行主の同意のない有償譲渡
を禁止する旨が明示され、かつ座席指定などがされた

　これらの特徴から小規模多機能型居宅介護は、「通い」
「訪問」「宿泊」を一つの事業所で、馴染みの関係が築かれ
ているスタッフのもと、利用者一人ひとりに合わせて利
用することができます。
　特に、認知症の症状がある人は、環境の変化に敏感です
が、馴染みの関係・場所でサービスを受けることは、本人
や家族の安心にもつながります。
　人は、たとえ病気になっても、住み慣れた地域で、顔馴
染みの人たちと関わり合いながら、最後まで自分らしい

「暮らし」や「生き方」をしたいと願うもの。小規模多機能
居宅介護は、そんな願いに寄り添う介護サービスです。

健康福祉課☎０２８７―８８―７１１５

消費者コラム₃₂

チケット不正転売禁止法について　



10
月
６
日
㈰
、境
公
民
館
を
会
場

に
、桜
扇
花
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
に
よ

る
４
回
目
の「
秋
季
発
表
会
」が
開
か

れ
、翔
桜
扇
花
代
表
の
舞
踊
を
皮
切

り
に
カ
ラ
オ
ケ
好
き
の
参
加
者
が
自

慢
の
ノ
ド
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

同
会
の
翔
桜
扇
花
代
表
は
、「
舞
踊

と
カ
ラ
オ
ケ
を
と
お
し
て
お
年
寄
り

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。ま
た
、多

く
の
人
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、

今
後
、社
会
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

桜
扇
花
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

秋
季
発
表
会
で
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
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舞
踊
を
披
露
す
る
翔
桜
扇
花
代
表

竹
と
毛
布
で
作
っ
た
担
架
で
救
助
者
を

運
ぶ
地
域
住
民

大
桶
下
自
治
会
防
災
訓
練

地
域
住
民
が
災
害
に
備
え
る

10
月
20
日
㈰
、大
桶
下
公
民
館
で
、

大
桶
下
自
治
会
防
災
会（
小
原
澤
文
雄
会

長
）に
よ
る
防
災
訓
練
が
開
か
れ
、地

域
住
民
40
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
平
成
25
年
に

結
成
さ
れ
た
こ
の
防
災
会
に
よ
る
訓

練
は
今
回
で
６
度
目
。地
域
の
人
々

に
自
然
災
害
に
対
し
て
の
意
識
の
高

揚
と
災
害
に
遭
っ
た
時
の
対
処
の
仕

方
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、南
那
須
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
の
職
員
や
地

元
消
防
団
の
協
力
を
得
て
、地
震
発

生
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
や
水
消
火

器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、煙
が
立
ち

込
め
る
室
内
の
疑
似
体
験
や
自
動
体

外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、消
防
本
部
職
員
に
よ
る「
災

害
時
に
お
け
る
心
構
え
や
対
処
の
仕

方
」と
題
し
た
講
話
や
炊
き
出
し
訓

練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
熊
田
太
々
神
楽

10
月
14
日（
月
・
祝
）、市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の「
熊
田
太
々
神
楽
」が

熊
田
西
公
民
館
で
行
わ
れ
、地
域
住

民
を
前
に
、「
総そ

う
れ
い禮
舞ま

い

」や「
大お

ろ
ち蛇
退た

い

治じ

舞ま
い

」な
ど
７
つ
の
舞
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

熊
田
太
々
神
楽
は
明
治
12
年
頃
に

斉
藤
継
定
神
宮
と
熊
田
素
菊
神
宮
が

習
得
し
た
舞
を
熊
田
の
有
志
に
教
え

た
の
が
き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
31
の
舞
が
あ
り
、全
て
が
口
頭

伝
承
で
会
員
の
長
男
に
の
み
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
が
、後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
り
、現
在
は
保
存
会
を
中

心
に
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
「
巫
女
舞
」で
は
、小
学
３
年
生
か

ら
６
年
生
の
６
人
が
練
習
の
成
果
を

発
揮
。ま
た
、「
大
蛇
退
治
舞
」で
は
、

道
化
の
コ
ミ
カ
ル
な
動
き
が
観
客
の

笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

■
興
野
さ
さ
ら
獅
子
舞

10
月
20
日
㈰
、市
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
の「
興
野
さ
さ
ら
獅
子
舞
」

が
、日
枝
神
社
と
興
野
集
会
所
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

興
野
さ
さ
ら
獅
子
舞
は
、三
頭
の

獅
子
が
笛
の
音
に
合
わ
せ
、腰
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
舞
う
も
の
で
、

約
１
８
０
年
の
歴
史
を
誇
る
伝
統
行

事
で
す
。今
年
の
獅
子
は
、七
合
小
学

校
６
年
の
渡
引
功
基
さ
ん（
牡
獅
子
）、

滝
田
優
斗
さ
ん（
中
獅
子
）、五
月
女
侑

葵
さ
ん（
牝
獅
子
）が
務
め
、勇
壮
な
舞

で
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。ま
た
、

獅
子
の
舞
の
間
に
は「
お
か
め
」や

「
ひ
ょ
っ
と
こ
」の
道
化
も
登
場
。ひ
ょ

う
き
ん
な
動
き
で
興
を
添
え
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
舞

熊田太々神楽熊田太々神楽

興野ささら獅子舞興野ささら獅子舞



11 広報なすからすやま  2019.11

　９月29日㈰、南那須図書館で「第８回図書
館まつり」が開かれ、約１６００人の人出でに
ぎわいました。
　まつりでは、本のコートかけ体験や押し花
のしおり作り、お楽しみ抽選会など多彩な催
しで来場者を楽しませました。なかでも、図
書や雑誌を無料で配布し、毎回大好評のリサ
イクルフェアは、会館前から長蛇の列ができ
ていました（写真）。
　また、図書館駐車場では、フリーマーケット
も開かれ、多くの親子連れでにぎわいました。

烏
山
中
と
南
那
須
中
で
学
校
祭

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
盛
り
上
が
る

Ｊ
Ａ
な
す
南
と
那
須
烏
山
・
那
珂
川
両
警
察
署
が

地
域
安
全
活
動
に
関
す
る
覚
書
締
結

マ
ス
タ
ー
ズ
空
手
の
生
魚
さ
ん

全
国
大
会
で
３
位
入
賞

10
月
５
日
㈯
、烏
山
中
と
南
那
須

中
で
そ
れ
ぞ
れ
学
校
祭
が
開
か
れ
、

保
護
者
や
地
域
住
民
、卒
業
生
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

烏
山
中
で
は
、郷
土
芸
能
部
の
軽

快
な
リ
ズ
ム
の
お
囃は

や

子し

を
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
、各
学
級
に
よ
る
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
の
ほ
か
、特
設
合
唱
部
や
吹

奏
楽
部
、科
学
部
、特
設
ダ
ン
ス
部
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
は
、

県
中
学
総
体
で
初
優
勝
し
た「
特
設

ダ
ン
ス
部
」の
創
作
ダ
ン
ス
。
生
徒

の
表
現
力
は
圧
巻
で
見
る
人
を
そ
の

世
界
観
へ
引
き
込
み
ま
し
た
。

　

南
那
須
中
学
校
で
は
、英
語
の
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
少
年
の
主
張
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、吹
奏
部
演
奏
会

や
ダ
ン
ス
ま
で
、様
々
な
活
動
が
披

露
さ
れ
、観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
の
一
角
に
は
、絵
画
や

書
道
な
ど
生
徒
が
作
成
し
た
芸
術
作

品
も
展
示
。
特
に
、生
徒
た
ち
が
同

祭
に
か
け
る
思
い
や
意
気
込
み
を
大

木
に
実
ら
せ
る
演
出
で
制
作
し
た
作

品
は
目
を
引
き
、人
だ
か
り
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

８
月
号
で
紹
介
し
た
白
堊
会
空

手
道
の
生
魚
英
子
さ
ん（
横
枕
）が
、９

月
14
日
㈯
～
16
日（
月
・
祝
）に
岐
阜
県

で
開
催
さ
れ
た
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
１
９
ぎ
ふ
清
流
大
会
個
人
女
子

組
手
競
技
３
部（
45
～
49
歳
）で
第
３
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

白
堊
会
栃
木
本
部
烏
山
道
場
の
今

井
保
二
最
高
師
範
の
指
導
の
も
と
、

４
年
間
練
習
を
重
ね
て
き
た
生
魚
さ

ん
。
全
国
３
位
の
快
挙
に「
今
井
師

範
や
子
ど
も
た
ち
の
お
か
げ
」と
話

し
つ
つ
も
、「
準
決
勝
戦
は
、全
力
を

出
し
切
れ
ず
悔
い
の
残
る
試
合
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。今
後
は
さ
ら
に

技
術
や
メ
ン
タ
ル
面
を
強
化
し
、来

年
は
優
勝
を
目
指
し
た
い
」と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
な
す
南
と
烏
山
警
察
署
、那

珂
川
警
察
署
は
、10
月
９
日
㈬
、烏
山

城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で「
地
域
安

全
活
動
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
し

ま
し
た
。地
域
安
全
に
関
す
る
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
で
、犯
罪
や
事
故

を
防
ぎ
、安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
後
、Ｊ
Ａ
な
す
南
に
よ
り
、ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
防
犯
カ
メ
ラ
の

映
像
記
録
の
提
供
、児
童
・
生
徒
の
登

下
校
時
間
帯
に
お
け
る
通
学
路
で
の

見
守
り
活
動
な
ど
様
々
な
支
援
が
行

わ
れ
ま
す
。

県大会で初優勝を果たした特設ダンス部による発表県大会で初優勝を果たした特設ダンス部による発表

多くの生徒や家族などの前で披露されたクラス別の多くの生徒や家族などの前で披露されたクラス別の
合唱コンクール合唱コンクール

第８回図書館まつり

覚書を締結したＪＡなす南と両警察署覚書を締結したＪＡなす南と両警察署生魚さん（右）と今井師範（左）生魚さん（右）と今井師範（左）
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赤
ち
ゃ
ん
名

　
（
保　

護　

者
）
住

所

松　

井　
　
　

陽ひ
な
た（
光
・
紫
音
）
大　

里

荒　

井　

颯さ

玖く

（
大
輔
・
梨
紗
）
南
１
丁
目

深　

澤　

旭あ
さ

陽ひ

（
靖
・
由
莉
子
）
南
大
和
久

大　

森　

稜い
つ

絆き

（
伸
哉
・
美
沙
希
）
森　

田

石　

井　

実み

椛は
な

（
泰
之
・
友
美
）
下　

境

平　

野　

千せ

愛ら

（
竜
也
・
裕
梨
）
野　

上

戸　

谷　
　
　

楓
か
え
で
（
多
加
志
・
朋
子
）
南
１
丁
目

カ
ー
ン　

フ
ァ
リ
ヤ
︱
ル
（
ア
リ
ズ
ル
フ
ィ

カ
ー
ル
・
ア
マ
ヌ
ラ
ハ
ミ
ダ
）　
　
旭
１
丁
目

●
第
₃₈
回
日
本
空
手
道
白
堊
会
選
手
権
大

会（
８
月
25
日
㈰
、小
豆
沢
体
育
館
）

﹇
小
学
生
上
級（
５
・
６
年
）女
子
組
手
﹈▽
優
勝
：

大
輪
莉
央
奈（
境
小
６
年
）　

▽
準
優
勝
：
荒
井

亜
美（
烏
山
小
６
年
）

●
第
₁₅
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９
月
２

日
㈪
～
４
日
㈬
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
藤
田　

▽
準
優
勝
：
こ
ぶ
し
台　

▽

第
３
位
：
川
井
、八
个
代

●
第
₁₁
回
那
須
烏
山
支
部
秋
季
野
球
大
会

（
９
月
８
日
㈰
、15
日
㈰
、22
日
㈰
緑
地
運
動
公
園
、大
桶
運

動
公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
信
用
金
庫　

▽
準
優
勝
：
侍　

▽
第
３
位
：
南
大
和
久
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、ロ
ン
グ
ラ
ン
ズ

●
第
₅₉
回
栃
木
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競

技
大
会（
９
月
14
日
㈯
～
９
月
15
日
㈰
、栃
木
県
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
）

﹇
男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ
﹈▽
第
１
位
：
塩
野
目
友

都（
宇
都
宮
）
﹇
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
﹈　

▽

第
３
位
：
宇
都
宮（
塩
野
目
友
都
）
﹇
男
子
４
×

４
０
０
ｍ
Ｒ
﹈▽
第
１
位
：
宇
都
宮（
塩
野
目
友
都
）

●
第
₁₁
回
栃
木
県
空
手
道
少
年
秋
季
大
会

（
９
月
23
日（
月
・
祝
）、大
田
原
市
県
北
体
育
館
）

【
組
手
の
部
】

﹇
小
学
３
〜
４
年
団
体
組
手
﹈▽
第
３
位
：
白

堊
会
Ｂ（
小
森
陽
望
、大
輪
映
奈
、大
輪
咲
奈
）
﹇
小

学
５
〜
６
年
団
体
組
手
﹈▽
第
３
位
：
白
堊

会
Ａ（
大
輪
莉
央
奈
、荒
井
亜
美
、村
山
晴
琉
）　
﹇
小
学

１
〜
２
年
生
団
体
組
手
﹈▽
敢
闘
賞
：
白
堊

会
Ａ（
鈴
木
恵
佳
、阿
部
晟
大
、小
森
海
璃
）
﹇
小
学

３
〜
４
年
生
団
体
組
手
﹈▽
敢
闘
賞
：
白
堊

会
Ａ（
荒
井
萌
維
、荒
井
斗
真
、齋
藤
陽
）

●
第
１
回
武
蔵
氷
川
の
杜
空
手
道
選
手
権

大
会（
９
月
29
日
㈰
、さ
い
た
ま
市
大
宮
体
育
館
）

【
組
手
の
部
】

﹇
小
学
３
年
女
子
組
手
﹈▽
優
勝
：
大
輪
咲
奈

（
白
堊
会
空
手
道
）　

▽
第
３
位
：
大
輪
映
奈（
白
堊

会
空
手
道
）

●
創
立
₄₅
周
年
記
念
第
５
回
宏
倫
少
年
少
女

剣
道
錬
成
大
会（
10
月
６
日
㈰
、那
須
烏
山
市
武
道
館
）

﹇
中
学
１
・
２
年
生
男
子
の
部
﹈▽
準
優
勝
：

沖
村
愛
希（
宏
倫
剣
道
）　

▽
第
３
位
：
二
見
倫

靖（
宏
倫
剣
道
）

●
８
０
２
０
推
進
財
団
理
事
長
賞

▽
小
林
繁（
大
金
）

●
那
須
烏
山
市
体
育
協
会
表
彰

【
優
秀
選
手
賞
】

・
渡
邉
錬（
曲
畑
）…
剣
道

・
髙
森
勇
斗（
中
山
）…
レ
ス
リ
ン
グ

・
塩
澤
美
幸（
大
里
）…
テ
ニ
ス

・
横
山
峻（
南
１
丁
目
）…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
永
井
学
翔（
三
箇
）…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
滝
田
本
郷
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
…
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ

・
村
山
寧
（々
下
川
井
）…
空
手
道

・
荒
井
萌
維（
神
長
）…
空
手
道

・
大
輪
莉
央
奈（
下
境
）…
空
手
道

・
生
魚
英
子（
横
枕
）…
空
手
道

・
増
渕
有
花（
大
金
）…
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
烏
山
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
…
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
大
野
治
樹（
大
桶
）…
サ
ッ
カ
ー

●
健
康
長
寿
と
ち
ぎ
づ
く
り
表
彰

▽
入
賞
：
ヘ
ル
シ
ー
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
那
須

烏
山（
碓
氷
正
和
代
表
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

小
林
昌
彦
様（
東
京
都
豊
島
区
）、安
齋
勇
一
様

（
福
島
県
二
本
松
市
）、山
崎
晃
彦
様（
東
京
都
大
田
区
）

か
ら
各
１
万
円
、匿
名
希
望
者
様
14
人
か
ら

計
27
万
７
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

〇
過
去
最
大
級
？
と
も
い
わ
れ

た
今
回
の
台
風
₁₉
号
。本
市
も

大
き
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。職
員
は
午
後
９
時
前

に
緊
急
招
集
が
か
か
り
、対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。
私
も
、広

報
と
記
録
写
真
の
撮
影
の
た
め
に
被
災
現

場
を
回
っ
た
の
で
す
が
、い
つ
も
見
て
い

る
風
景
の
変
わ
り
果
て
た
姿
が
と
て
も
衝

撃
的
で
し
た
。特
に
増
水
し
た
河
川
は
流

れ
が
と
て
も
速
く
、濁
流
に
鳥
肌
が
立
ち

ま
し
た
。普
段
の
生
活
で
は
感
じ
な
い
水

の
恐
怖
。今
回
の
災
害
で
は
、多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

〇
今
回
の
災
害
で
、学
ん
だ
こ
と
の
１
つ

に
、泥
道
の
運
転
の
怖
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

浸
水
被
害
に
遭
っ
た
烏
山
野
球
場
の
写
真

を
撮
り
に
行
っ
た
と
き
、奥
の
方
に
車
を

止
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、タ
イ
ヤ
が
空

回
り
…
。泥
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
て
前
に

も
後
ろ
に
も
進
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。泥
で
タ
イ
ヤ
が
あ
ん
な
に
滑
る
こ

と
も
、抜
け
出
せ
な
る
こ
と
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。（
雪
道
よ
り
も
運
転
が
怖
い

か
も
…
⁇
）車
を
引
っ
張
り
、助
け
て
く
だ

さ
っ
た
方
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
…
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
も
も（
愛
犬
）も
台
風
が
怖
く
、弟
の
バ

イ
ク
に
隠
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。翌
朝
、

母
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
写
真
に
は
、お
で

こ
と
鼻
の
上
に
油
の
つ
い
た
も
も
が
。あ

れ
？
も
し
か
し
て「
頭
隠
し
て
尻
隠
さ

ず
」？

※
こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

認
定お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
令
和
元
年
度
チ
ー
ム
と
ち
ぎ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

﹇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
﹈▽
塩
野
目
愛
莉（
烏
山
小
６

年
）
﹇
空
手
道
﹈▽
荒
井
亜
美（
烏
山
小
６
年
）

▽
大
輪
莉
央
奈（
境
小
６
年
）
﹇
サ
ッ
カ
ー
﹈▽

小
堀
椿
葵（
烏
山
中
１
年
）
﹇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
﹈▽
横
山
倖（
烏
山
中
１
年
）
﹇
ゴ
ル
フ
﹈▽

佐
々
木
俊
輔（
烏
山
中
１
年
）
﹇
ス
キ
ー
﹈▽
塩

田
優
介（
南
那
須
中
２
年
）
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★一般図書★
『人生おたすけ処方本』　 　三宅　香帆
『人生を変える記録の力』

メンタリストＤａｉＧｏ
『まんが墓活』　　　　 　井上　ミノル
『やさい麹』　　　　　　 　　関　由佳
『はじめての「ポイ活」応援ＢＯＯＫ』

「ポイ活」スタート研究会
『旅の作法、人生の極意』　   山本　一力
『二人のカリスマ 上・下』　　  北路　透
『昭和４０年男』　　　　 　佐川　光晴
『青春』　　　　　　　　 　吉田　修一
『Ｉの悲劇』　　　　　　 　米澤　穂信

★児童図書★
『なんでもはかれる！単位の本』

石倉　ヒロユキ
『ちがいがわかるいきもの図鑑』

成島　悦雄

『追跡！ごみのゆくえ　燃やすごみ』
吉田　忠正

『もうひとつの曲がり角』　    岩瀬　成子
『あきのセーターをつくりに』

石井　睦美
『ねことねこ』　　 町田　尚子
『おまつりおばけめぐり』　    本山　浩子

★ＣD★
『ＬＯＶＥ』　　　 　菅田　将暉
『ｔｕｒｎｔａｂｌｅ』　 竹内　まりや
『いつか、その日が来る日まで・・・』

矢沢　永吉
『第九』　　 　　ＧＲｅｅｅｅＮ
『微吟』　　 　ちあき　なおみ
『ラヴァー』　 テイラー　スウィフト
『ダイヤモンド・グレイテスト』

エルトン・ジョン
『歌袋』　　 　横山　だいすけ

2019.10.1現在
（　）対前月比

人口 25,144（‒47）

世帯数 9,327

男 12,478
出生  11
転入  32

女 12,666
死亡  33
転出  57

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳
　
句

水
野　

信
一　

選

車
椅
子
元
気
を
も
ら
ふ
盆
踊

西
森　

一
雄(

南
大
和
久)

コ
ス
モ
ス
の
倒
れ
て
も
ま
た
天
め
ざ
す

髙
野　

洋
子(

興　

野)

里
山
や
か
な
か
な
の
声
風
に
の
り

塩
坂
美
枝
子(

南
大
和
久)

ど
こ
ま
で
も
青
空
曼
殊
沙
華
の
畦

川
俣
登
志
子(　

旭　

)

川
　
柳
　

 
 

篠
﨑　

酔
月　

選

と
め
ど
な
い
四
方
山
話
女
客

山
本　

愛
子(

下
川
井)

も
ど
か
し
く
土
産
を
開
く
包
装
紙

羽
石　

妙
子(

向　

田)

丸
い
は
ず
尖
っ
た
国
も
あ
る
地
球

樋
山　
　

隆(

向　

田)

北
限
の
国
見
み
か
ん
に
舌
鼓

関　
　

元
氣(

小　

塙)

短
　
歌

滝
口　

節
子　

選

朝
ま
だ
き
夜
来
の
雨
は
蜘
蛛
の
巣
に
玉
露
と
な
り
て
き
ら

き
ら
光
る

吉
澤　

紅
月(　

南　

)
神
無
月
黄
金
の
波
は
消
え
失
せ
て
な
ぜ
か
侘
し
い
里
の
夕

暮
れ

水
上
キ
ヨ
子(

志　

鳥)

煙
草
の
し
一
枚
ご
と
に
皆
ち
が
う
人
も
同
じ
よ
そ
れ
ぞ
れ

ち
が
う

平
野
フ
ミ
子(

向　

田)

腰
伸
ば
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
興
ず
れ
ば
し
ば
し
賑
わ

う
廃
校
の
庭

　
　
　

古
内　

晴
代(

金　

井)

市市のの人口人口

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
わ
び
と
訂
正

10
月
号
２
ペ
ー
ジ
決
算
の
記
事

で
、
「
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
（
※

１
）
の
縮
減
措
置
が
３
年
目
と
な

り
、
ま
た
、
基
準
財
政
収
入
額
が
伸

び
た
こ
と
な
ど
か
ら
１
億
８
４
４
６

万
４
千
円
（
４
・
６
％
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
普
通
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
算
定
替

（
※
１
）
の
縮
減
措
置
が
３
年
目
と

な
り
、
ま
た
、
基
準
財
政
収
入
額
が

伸
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
１
億
８
４
４

６
万
４
千
円
（
４
・
６
％
）
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
」
の
誤
り
で
す
。
お
わ

び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

広告掲載募集中
　市では、「広報お知らせ版」・「広報なすからす
やま」・「市ホームページ」の有料広告を募集し
ています。
　掲載基準等詳細は、市ホームページで確認す
るか、下記あて問い合わせください。
■総合政策課広報広聴グループ　
☎０２８７－８３－１１１２



烏山高校ってこんなところ！烏山高校ってこんなところ！烏山高校ってこんなところ！～「烏山学」編～～「烏山学」編～～「烏山学」編～～「烏山学」編～

　

本
市
の
小
木
須
地
区
で
は
、川
霧

を
利
用
し
た
み
か
ん
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、温
暖
な
地

域
で
の
生
産
が
多
い
み
か
ん
で
す
が
、

気
温
の
逆
転
現
象
を
起
こ
す
地
形
で

あ
る
こ
と
や
、冬
で
も
霜
が
降
り
に

く
い
無
霜
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
の
栽
培
が
可
能
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

小
木
須
地
区
で
採
れ
る
み
か
ん
は
、

原
種
栽
培
の
観
光
み
か
ん
園
の
中
で

は
日
本
最
北
端
の「
国
見
み
か
ん
」と

し
て
、市
の
特
産
品
の
１
つ
で
も
あ

り
ま
す
。

　
「
国
見
み
か
ん
」は
酸
味
と
濃
厚
な

味
が
特
徴
で
、こ
の
地
域
な
ら
で
は

の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

美
し
い
景
色
と
秋
の
味
覚
を
味
わ
い

に
、出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

2
019

.11
ー
N
o.170ー

２年　塩野目明音さん（下境）

　ガイドさんの英語の説明はシンプルで比較的簡単
な単語を組み合わせて説明しているように感じまし
た。また、外国人観光客のみなさんへの問いかけに
対するリアクションも笑顔も大きめでした。
　プログラムに参加し、私たち日本人が、外国人に対
してもっと受け入れ態勢を取るべきだと思いました。
文化の違いを認めることで、外国人観光客の人々も
安心して日本を訪れることができると思います。
　本校生から、世界に目を向け、地元に貢献できる「グ
ローカル人材」が多く育ってくれることを期待して
います。

２年　金子茉椰さん（那珂川町）　　
　１年生の時にこのプログラム（１年生では日光市）を選
択し、外国人の人々とコミュニケーションをする楽
しさを学んだので、２年生でも同じプログラムを選
択し、さらに自分の英語能力を高めたいと思いまし
た。
　最も学んだことは、外国人と日本人とのコミュニ
ケーション能力と知識の差です。日本人の多くは初
対面の外国人と話す際、どう話せばよいかではなく、
何を話せばよいか分からないから話せないのです。
コミュニケーション能力も必要ですが、自国に対す
る知識を豊かにする必要もあります。

特
別
な
環
境
で
育
ま
れ
た

「
国
見
み
か
ん
」

今回の
見どころ！
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　「烏山学+（プラス）」における新プログラム、「外国人観光客に那
須烏山市をＰＲしよう」が、９月19日㈭、２年生23人を対象に浅
草で行われました。この活動は、外国人観光客に本市を英語で
ＰＲするもので、事前学習として、外国人と話すときに使える英会
話の基本フレーズや接する時のマナーなどを学習した後、浅草
へと向かいました。浅草では、外国人が多く参加する「はとバス
ツアー」に参加し、ツアーガイドの英語でのコミュニケーション
の仕方や、外国人との接し方を学び、本市のＰＲを実践しました。

外国人観光客に那須烏山市をＰＲしよう


